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研究成果の概要（和文）：近年、農家の高齢化と離農に伴い、稲作経営の大規模化および水稲直播栽培が拡大している
。直播栽培は、移植栽培より省力化となるが、春期に作業が集中し、規模拡大の障害となっている。そこで、本研究で
は水稲播種を作付前年の初冬期に行う作業体系（水稲初冬直播）の実現を目指して、北海道の良食味水稲品種「ほしの
ゆめ」および在来系統「冬越し」の交配後代（RIL、F9、168系統）から、越冬率最大80％以上の有望系統群を見出した
。これらの有望系統は玄米果皮色を持つ「赤米」が多く、脱粒性とは無関係であった。一方、播種時期や播種深度など
の耕種的工夫では、一般水稲品種で実用的な越冬率を得ることはできなかった。

研究成果の概要（英文）：Because of super-aging of farmers and their retirement, direct rice seeding is 
developing in Japan. The direct seeding is good at labor saving but the farmers are still very busy in 
spring in cold region, Hokkaido, Japan. Therefore, we studied on rice seed wintering ability that enables 
seeding period change from spring to early winter that ease busyness of the farmers in spring. We find 
out promising strains from RILs developed by crossing a native rice strain “Fuyugoshi” and good quality 
rice variety “Hoshinoyume”. One strain indicates germinate rate more than 80 % after winter. Most of 
the strains have red pericarp but no relation with shattering habit. We also studied on effect of seeding 
methods, for example seeding timing or depth, on wintering ability, but we could not find any difference 
of germinate rate of the rice seeds.

研究分野： 植物生理学
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１．研究開始当初の背景 
（１）寒地の自然環境においては、多くの植
物の種子は長期の越冬期間、特に積雪下の
条件を経て、自然発芽し、あらたな成長を
する能力が必要とされる。一方、栽培化さ
れた作物の多くは、種子の収穣・貯蔵が行
われ、翌春に播種されるため、その越冬能力
について評価された事例は少ない。 
（２）  近年、北海道の水田農業は、経営の
大規模化に伴って、水稲乾田直播栽培を取
り入れる動きが広がっている。しかし、通
常の乾田直播栽培では、春に耕起から播種
までの作業が集中するため、さらなる規模
拡大の障害となっている。播種を前年度の
初冬期におこなう作業体系が実現すれば、
春作業を大幅に軽減することが可能となる
が、北海道のみならず国内外における水稲
種子の越冬性に関する知見は多くない。 
 
２．研究の目的 
 本研究では寒地の様々な条件下で水 稲 種
子の越冬性を評価し、初冬播種に有望な系統
の選抜と最適な播種条件を明らかにすると
ともに、その越冬機構について以下の試験に
よって解析する。 
（１）北海道在来水稲品種「冬越し」と一般
品種「ほしのゆめ」との交配後代 RIL-F9 の
越冬性評価 
（２）北海道の水稲在来品種「冬越し」と一
般品種「ほしのゆめ」の組換え自殖系統にお
ける農業特性と越冬率との関係 
（３）播種時期、播種深度、鎮圧の有無が越
冬率におよぼす影響および越冬率の品種間
差異 
 （４）北海道の水稲種子越冬を想定した低
温条件下での種子生存率に及ぼす土 壌 条 件
等の影響 
（５）登熟温度の異なる地域で栽培された北
海道向けイネ品種の種子休眠性 
（６）北海道の水稲在来系統「冬越し」およ
び一般栽培品種「ほしのゆめ」種子の吸水前
後の代謝産物の比較 
 
３．研究の方法 
（１）北海道在来水稲品種「冬越し」と一般
品種「ほしのゆめ」との交配後代 RIL-F9 の
越冬性評価：2013 年初冬から 2014 年翌春に
かけて、札幌市試験水田圃場でのイネ種子越
冬能力を評価した。 
  
（２）北海道の水稲在来品種「冬越し」と一
般品種「ほしのゆめ」の組換え自殖系統にお
ける農業特性と越冬率との関係：種子の越冬
能力と生理・形態的形質（玄米果皮色、脱粒
性等）との関係を解析した。 
   
（３）播種時期、播種深度、鎮圧の有無が越
冬率におよぼす影響および越冬率の品種間
差異：2012年初冬から2013年翌春にかけて、
札幌市試験水田圃場で、播種条件を変えて、

イネ種子越冬能力を評価した。  
（４）北海道の水稲種子越冬を想定した低温
条件下での種子生存率に及ぼす土壌条件等
の影響：種子の越冬能力を評価するための室
内実験条件の設定について検討した。 
（５）登熟温度の異なる地域で栽培された北
海道向けイネ品種の種子休眠性：札幌市と石
垣市で栽培した北海道品種の休眠性の差違
を評価した。 
（６）北海道の水稲在来系統「冬越し」およ
び一般栽培品種「ほしのゆめ」種子の吸水前
後の代謝産物の比較：種子代謝産物量の品種
/系統間差を経時的に比較し、代謝経路での特
徴を検討した。 
 
４．研究成果 
（１）北海道在来水稲品種「冬越し」と一般
品種「ほしのゆめ」との交配後代 RIL-F9 の
越冬性評価：越冬率最大 80％以上の有望系統
群を見出した。 
 
（２）北海道の水稲在来品種「冬越し」と一
般品種「ほしのゆめ」の組換え自殖系統にお
ける農業特性と越冬率との関係：上記の有望
系統は玄米果皮色を持つ「赤米」が多く、脱
粒性とは無関係であった。 
 
（３）播種時期、播種深度、鎮圧の有無が越
冬率におよぼす影響および越冬率の品種間
差異：播種時期や播種深度などの耕種的工夫
では、一般水稲品種で実用的な越冬率を得る
ことはできなかった。 
 
 （４）北海道の水稲種子越冬を想定した低
温条件下での種子生存率に及ぼす土 壌 条 件
等の影響：恒温器内で一定期間の低温条件に
より、品種間差を評価できる土壌水分条件等
を明らかにした。 
 
（５）登熟温度の異なる地域で栽培された北
海道向けイネ品種の種子休眠性：札幌市と石
垣市で栽培した場合、同一の品種であっても
休眠性が異なることを明らかにした。 
 
（６）北海道の水稲在来系統「冬越し」およ
び一般栽培品種「ほしのゆめ」種子の吸水前
後の代謝産物の比較：「冬越し」と「ほしの
ゆめ」を比較すると、吸水前後で特定の代謝
産物含有率に差違があることを明らかにし
た。 
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